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新しい議会体制が始動新しい議会体制が始動

議員と委員会構成などを紹介します

議
員
改
選
後
の
初
議
会
は
９
月
５
日
に
開
か
れ
、
当
選
し
た
議

員
10
人
が
議
会
議
場
に
参
集
し
ま
し
た
。
初
議
会
で
は
、
議
長
と

副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、議
長
に
鈴
木
隆
昭
議
員
、副
議
長
に
佐
々

木
功
夫
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
構
成
な
ど
を

決
定
。
議
員
の
顔
ぶ
れ
と
各
委
員
会
の
構
成
、
監
査
委
員
（
議
会

選
出
）、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

議長　鈴
すず き
木 隆

たかあき
昭

（島越・68歳） 　

議
長
に
再
任
し
て
い
た
だ
き
、
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
村
の
み
な
ら
ず
地
方
は
、
人
口
減
少

が
急
速
に
進
ん
で
お
り
ま
す
し
、
基
幹
産

業
の
農
林
水
産
業
も
著
し
く
衰
退
し
て
、

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
機

能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
し
、
議

員
の
な
り
手
不
足
も
深
刻
で
す
。
そ
う
し

た
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
議
論
を
深

め
、
そ
の
結
果
を
村
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

副議長　佐
さ さ き
々木 功

いさお
夫

（田野畑・78歳） 　

議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
副
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
責
務
の
重
さ
に
、
あ

ら
た
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
、可
能
な
限
り
村
民
に
寄
り
添
い
、

そ
の
声
を
村
政
に
反
映
さ
せ
、
皆
様
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
、
住
み
よ

い
村
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
村
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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小
こまつやま
松山 久

ひさ お
男

（田野畑・66歳）
　

今
期
で
４
期
目
と
な
り

ま
す
。
村
民
の
思
い
を
カ

タ
チ
に
、
希
望
の
桜
と
と

も
に
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

上
かみむら
村 浩

こうじ
司

（北山・53歳）
　

本
村
を
取
り
巻
く
状
況

の
精
査
と
、
課
題
解
決
に

向
け
た
道
筋
を
し
っ
か
り

と
村
民
に
示
し
、
開
か
れ

た
議
会
と
、
よ
り
良
い
村

づ
く
り
の
た
め
、
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。

小
お の
野 協

きょうじ
次

（菅窪・62歳）
　

私
は
、
田
野
畑
村
の
産

業
振
興
と
福
祉
の
増
進
に

努
め
、
地
域
が
笑
顔
で
元

気
に
な
る
よ
う
に
、
村
民

と
共
に
村
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
なかむら
村 勝

かつあき
明

（沼袋・75歳）
　
「
村
民
が
主
役
」
の
立

場
を
貫
い
て
、
村
民
の
声

を
村
政
に
反
映
さ
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
議
会
の
審

議
に
多
く
の
住
民
が
関
心

を
持
つ
よ
う
な
活
動
に
一

層
努
め
ま
す
。

畠
はたけやま
山 智

さとし

（巣合・60歳）
　

誰
も
が
田
野
畑
村
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
こ
の

村
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う

村
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
共
に

暮
ら
し
ま
し
ょ
う
、
田
野

畑
村
で
」。

工
く ど う
藤 求

もとむ

（島越・71歳）
佐
さ さ き
々木 芳

よしとし
利

（甲地・72歳）
　

人
口
減
少
・
高
齢
化
等

で
希
薄
に
な
っ
た
地
域
内

交
流
。
支
え
合
い
と
助
け

合
い
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
を
図
り
、

次
世
代
に
繋
げ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

震
災
復
興
後
の
凛
と
し

た
豊
か
な
村
づ
く
り
の
た

め
、
村
政
の
諸
課
題
に
全

力
で
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。「
全
員
野
球
」

で
、
村
民
の
力
を
結
集
し

ま
し
ょ
う
。

佐
さ さ き
々木 伸

しん

（島越・54歳）

さ さ き しん

　

私
は
、
村
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
村
民
の
声
を

聴
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

一
体
感
の
あ
る
村
づ
く
り

を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各委員会の構成
委員会名 委員氏名 内容
・総務教育
  民生常任
          委 員 会
・広報公聴
     常任委員
                        会　　　

委 員 長　佐々木芳利
副委員長　中村　勝明
委　　員　上村　浩司
　　　　　佐々木　伸

•総務、教育および
　民生に関する事務
　の調査、請願や陳
　情などの審査
•議会広報の編集
　発行

・産業建設
   常任委員
                                     会　　　

委 員 長　小松山久男
副委員長　工藤　　求
委　　員　小野　協次
　　　　　畠山　　智
　　　　　佐々木功夫

•産業、経済および
　建設に関する事務
　の調査、請願や陳
　情などの審査

・議会運営
 委 員 会

委 員 長　佐々木芳利
副委員長　小松山久男
委　　員　工藤　　求
　　　　　佐々木功夫

•議案や請願などの
　審査のほか、会議
　規則、委員会条例、
　議長の諮問に関す
　る事項などを担当

田野畑村監査委員（議会選出）
監　査　委　員 佐々木芳利

一部事務組合議会議員
宮 古 地 区 広 域
行 政 組 合 議 会

工藤　　求
上村　浩司

岩手県後期高齢者
医療広域連合議会 中村　勝明

田野畑村消防委員

消　防　委　員
小松山久男
佐々木功夫
佐々木　伸
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９   月
定例会

令和４年度決算を認定
第６回定例会が、９月11日から９月15日までの会期で開かれました。

村長提案の報告１件、議案５件は、原案どおり可決。追加で、同意案２
件を同意しました。
　一般質問は、２人の議員が登壇し、村の姿勢を質問しました。
　また、令和４年度各会計決算の審査は、議長を除く全議員で構成する
決算特別委員会（委員長・佐々木芳利議員）を設置して行われ、最終日
の本会議でいずれも認定しました。

令
和
４
年
度
決
算

●
一
般
会
計　
歳
出
総
額
43
億
３
５
６

１
万
円
、
執
行
率
92
・
6
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

〇
事
業
勘
定　

歳
出
総
額
５
億
７
7
０

9
万
円
、
執
行
率
93
・
7
％

〇
直
営
診
療
施
設
勘
定　

歳
出
総
額
１

億
１
０
６
4
万
円
、執
行
率
93
・９
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
簡
易
水
道
特
別
会
計　
歳
出
総
額
2

億
３
１
５
万
円
、
執
行
率
97
・
７
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
集
落
排
水
特
別
会
計　
歳
出
総
額
４

９
９
２
万
円
、
執
行
率
98
・
８
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
下
水
道
特
別
会
計　
歳
出
総
額
３
０

４
６
万
円
、
執
行
率
92
・
６
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

〇
保
険
事
業
勘
定　

歳
出
総
額
５
億
１

７
９
４
万
円
、
執
行
率
95
・
５
％

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定　

歳
出
総

額
８
４
８
万
円
、
執
行
率
93
・
９
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
歳
出

総
額
３
９
６
４
万
円
、
執
行
率
84
・

８
％

　

・
起
立
全
員
で
認
定

※
各
決
算
の
執
行
率
は
、
予
算
現
額
に

対
す
る
歳
出
総
額
の
割
合
で
す
。

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

●
令
和
4
年
度
田
野
畑
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
８
・
６
％
で
、
早
期
健
全
化
基
準

25
・
０
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

●
田
野
畑
村
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

田
野
畑
村
公
園
条
例
に
定
め
る
位
置

及
び
施
設
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

す
る
こ
と
。

●
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）　

　

１
億
７
２
５
５
万
5
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
36
億
９
３
３
万
２
千
円
と
す
る

も
の
。

・
主
な
内
容
…
財
政
調
整
基
金
積
立
金

７
８
０
５
万
７
千
円
、
障
害
者
自
立

支
援
給
付
費
１
７
７
０
万
円
、
道
路

除
排
雪
等
業
務
委
託
料
な
ど

●
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
事
業
勘
定
】
２
９
４
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
５
億
９
４
５
３
万
９
千

円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
特
別
調
整
交
付
金
返
還

金
２
２
５
万
７
千
円
な
ど

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】
28
万
３
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１
７
６
０
万

２
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

２
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

億
１
０
４
１
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
修
繕
費
２
０
０
万
円

●
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
保
険
事
業
勘
定
】
１
５
６
７
万
円
を

追
加
し
、
総
額
5
億
５
４
３
４
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
介
護
給
付
費
負
担
金
等

返
還
金
１
２
３
８
万
８
千
円
な
ど

■健全化判断比率
比率名 令和 4年度 早期健全化基　  　準

実質赤字比率 ― 15.0％

連結実質赤字比率 ― 20.0％

実質公債費比率 8.6％ 25.0％

将来負担比率 ― 350.0％

※ 比率が算定されなかった場合は「―」を
記載している

人
事
案
件
に
同
意

●
教
育
委
員
会
委
員

　

前
原
静
美
氏
及
び
川
畑
勝
也
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
9
月
16
日
か
ら
４
年
間
で
す
。
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討
論
（
令
和
４
年
度
決
算
）

　
　
　
　
　
　
　

小
松
山
久
男
議
員

厳
し
い
財
政
状
況
考
え

有
利
な
起
債
の
確
保
に
努
め
た

　

本
村
の
、厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
、

地
方
債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
可
能

な
限
り
財
政
支
援
措
置
の
あ
る
有
利
な

起
債
の
確
保
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、道
の
駅
や
、サ
ン
マ
ッ
シ
ュ

田
野
畑
と
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
信
じ
て

賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

上
村
浩
司
議
員

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の

各
指
標
は
良
好

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債

費
比
率
8
・
6
％
、
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
各
指
標
は
良
好
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
観
光
、
福
祉
、
教
育
に
つ
い

て
も
、
村
の
将
来
を
見
据
え
た
様
々
な

事
業
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
。

賛
成

賛
成

議案番号 議案名等 審議結果

報告第１号 令和４年度田野畑村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報告

議案第１号 田野畑村公園条例の一部を改正する条例 可決

議案第２号 令和５年度田野畑村一般会計補正予算（第４号） 可決

議案第３号 令和５年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第４号 令和５年度田野畑村簡易水道特別会計補正予算（第１号） 可決

議案第５号 令和５年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

認定第１号 令和４年度田野畑村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第２号 令和４年度田野畑村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第３号 令和４年度田野畑村簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第４号 令和４年度田野畑村集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第５号 令和４年度田野畑村下水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第６号 令和４年度田野畑村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第７号 令和４年度田野畑村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

同意案第１号 田野畑村教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 同意

同意案第２号 田野畑村教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 同意
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

２
議
員
が
村
政
を
問
う

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
９
月
12
日
に
行
な
わ
れ
、
中
村
勝
明
議
員
、
上
村

浩
司
議
員
の
２
人
（
登
壇
順
）
が
、
村
政
運
営
や
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
村
の

考
え
を
問
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
一
般
質
問
と
村
長
の
答
弁
の
内
容

を
掲
載
し
ま
す
。

質問議員 質 問 項 目

中村　勝明

◆難聴者への補聴器助成を検討しているか
◆住宅リフォーム制度の検討について

（その他の質問）
　・マイナンバーカードの交付率と個人情報
　　を保護するための村の対応・対策は
　・養殖ワカメ加工施設等の事業運用の取り
　　組み強化について伺う　ほか 3件

上村　浩司

◆村民懇談会での共通課題や提案内容を伺う
◆移住・定住の支援策などについて伺う

（その他の質問）
　・ALPS 処理水放出の影響について

（一般質問のうち、各議員２項目を抜粋し掲載しています。）

中村 勝明議
員

補聴器助成をどう検討しているか
村長…県独自の購入助成事業があり
　　　村もその事業を活用している

【
問
】
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
助
成
を
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
か
。

【
村
長
】
現
在
は
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
高
度
・
重
度
難
聴
者
に
つ
い
て
、
補
装
具
支
給
制

度
に
よ
り
負
担
軽
減
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
18
歳
未
満
の

軽
度
、
中
等
度
難
聴
者
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
独
自
の

購
入
助
成
事
業
が
あ
り
、
本
村
も
そ
の
事
業
を
活
用
し

て
対
応
し
て
い
る
。

　

県
事
業
に
加
え
て
独
自
補
助
を
行
っ
て
い
る
県
内
の

事
例
と
し
て
は
、
久
慈
市
が
65
歳
以
上
で
両
耳
の
聴
力

レ
ベ
ル
が
40
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
人
、
大
船
渡
市
で
は
18

歳
以
上
で
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
50
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

人
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
や
課
税
・
非
課
税
世
帯
で
自

治
体
に
よ
り
助
成
割
合
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
そ

の
理
由
や
効
果
等
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
県
内
29
市
町
村
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
有

し
て
い
る
。
村
は
、
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
。

【
村
長
】
村
の
制
度
と
し
て
は
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐

震
改
修
制
度
、
下
水
道
・
合
併
浄
化
槽
改
修
制
度
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
関
連
改
修
制
度
、
移
住
者
改
修
制
度

が
あ
る
。

　

ま
た
、
県
の
制
度
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け
て
省
エ

ネ
関
連
制
度
と
県
産
材
関
連
制
度
の
二
つ
が
あ
る
。
県

で
は
、
市
町
村
の
上
乗
せ
を
含
む
制
度
の
拡
充
を
検
討

し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
本
村
も
県
の
動
向
を
踏

ま
え
て
制
度
の
拡
充
や
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。
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上村 浩司議
員

村民懇談会での共通課題や提案内容は
村長…高齢化等で共同作業が大変に
　　　各地区と協議・検討していく

【
問
】
村
民
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
共
通
す
る
課

や
提
案
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
共
通
課
題
と
し
て
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

に
伴
い
、
草
刈
り
等
の
共
同
作
業
や
支
障
木
の
伐
採
が

大
変
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
域
内
の

草
刈
り
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
と
相
談
し
て
区
域
を
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
回
答
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
新
庁
舎
の
建
設
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
、
シ

カ
・
ク
マ
対
策
等
に
つ
い
て
も
、
現
状
や
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
の
質
問
が
複
数
の
地
区
か
ら
あ
っ
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
要
望
や
指
摘
事
項
な
ど
に
つ
い
て

は
、
庁
内
で
対
応
を
協
議
し
、
後
日
各
地
区
に
回
答
す

る
と
と
も
に
、
予
算
化
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

順
次
、
議
会
に
諮
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
の
情
報
発
信

や
支
援
策
な
ど
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

【
村
長
】
本
村
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
内

で
開
催
さ
れ
る
移
住
・
定
住
イ
ベ
ン
ト
の
ブ
ー
ス
の
開

設
、
都
市
圏
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
等
で
の
周
知
活
動

を
予
定
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
村
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

在
京
田
野
畑
村
ふ
る
さ
と
会
な
ど
と
連
携
し
、
情
報
発

信
や
交
流
を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
予
算
を
、
今
議
会

に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
移
住
・
定
住
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
や
空
き
家
の
紹
介
、
定
住
促
進
住
宅
の
整

備
と
子
育
て
世
帯
へ
の
半
額
免
除
、
移
住
者
へ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

村
の
仕
事
全
体
に
関
す
る
こ
と
や
、
日
頃
考
え

る
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
な
ん
で
も
質
問

で
き
る
大
事
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
の
み
で
、
臨
時
会
で
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
や
県
の
仕
事
や
課
題
に
つ
い
て
は
、

国
会
や
県
議
会
で
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

・
持
ち
時
間
は
１
時
間

　

田
野
畑
村
議
会
で
は
、
議
員
１
人
に
つ
き
、
１

時
間
以
内
の
持
ち
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
質
問
と
村
長
か
ら
の
答
弁
、
再
質
問
と

そ
れ
に
対
す
る
答
弁
を
行
い
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
質
問
内
容

を
文
書
で
通
告
し
ま
す
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

通
告
書
を
受
け
付
け
た
順
番
に
、
議
長
の
許
可

を
得
て
登
壇
し
ま
す
。

「一般質問」 って
なあに？
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◆
お
仕
事
は

　
Ｊ
Ａ
の
野
菜
集
出
荷
場
で
働
い
て
い

ま
す
。

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

自
然
が
豊
か
で
、
山
や
海
の
恵
み
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
。
今
年
は
、
マ

ツ
タ
ケ
が
豊
作
で
集
出
荷
場
も
大
忙
し

で
し
た
。

◆
村
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

同
年
代
の
仲
間
が
増
え
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち
が
働
く

場
所
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
や
元
気
の
も
と
は

　

車
が
好
き
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
所

に
出
か
け
て
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
釣
り
を
し
た
り
、

山
に
入
っ
て
山
菜
や
キ
ノ
コ
を
採
る
こ

と
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

熊
くまがい

谷 大
ひろ む

夢さん
（猿山  24 歳）

議会の研修活動
◆委員長研修会（岩手県町村議会議長会主催）
・期日等…10月 20日 ( 金 )、岩手県自治会館
・受講者… 中村勝明 ( 総務教育民生常任委員会副委員長 )、小松

山久男 ( 産業建設常任委員会委員長 )、工藤　求 ( 同
副委員長 )

◆町村議会広報担当者研修会（岩手県町村議会議長会主催）
・期日等…11月 9日 ( 木 )、ホテル花巻
・受講者…佐々木芳利 ( 広報公聴常任委員会委員長 )、中村勝明
　　　　　　( 同副委員長 )、上村浩司、佐々木伸 ( 以上委員 )
◆町村議会新議員研修会（岩手県町村議会議長会主催）
・期日等…11月 24日 ( 金 )、岩手県自治会館
・受講者…小野協次、畠山　智、佐々木　伸議会広報担当者研修会の様子

あ

と

が

き

　

新
改
選
後
初
め
て
の
定
例
議
会

に
お
い
て
、
令
和
4
年
度
決
算
約

59
億
円
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て

は
、
１
２
０
億
円
の
決
算
が
あ
り

ま
し
た
。

　

徐
々
に
震
災
前
の
予
算
規
模
に

近
づ
い
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
村
の
前
進
の
為
に
も

皆
様
の
ご
意
見
、
英
知
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
芳
利
）

中
村
勝
明
議
員

副
議
長
に
就
任

岩手県後期高齢者医療広域連合議会
　

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
の
臨
時
会
が

10
月
31
日
、
岩
手
県
自
治
会

館
で
行
わ
れ
、
本
村
議
会
選

出
の
中
村
勝
明
議
員
が
副
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。


